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報告事項 
 

 
報告事項 1 
協議会議長 福永 栄一 
 
【社団日本 L】第 1回理事会議事録（2021/8/2開催） ············································ P4～5 
【社団日本 L】第 1回全国ガバナー会（社員総会）議事録（2021/8/2開催） ······ P6～11 
【社団日本 L】第 1回執行理事会議事録（2021/8/23開催） ·································· P12～44 
 
 
【社団日本 L】 
仁科理事長との意見交換会（2021/10/21開催）  
 
理事長ピンの配布について 
 
※REAL 出席の方については机上に配布いたしております。WEB 出席の方でご希望の方に 
つきましては複合事務局までご連絡をお願いいたします。 

 
理事長地元新聞掲載記事 ······················································································· 当日資料 P11 
 
福永議長より資料に基づいて上記報告があった。 
 
報告事項 2 
LCIFコーディネーター 橋本 充好 
 
10月 19日（火）西日本水害復興支援委員会開催（岡山市内） 
「真備町復興支援に対する LCIF交付金事業進捗状況について」 

   
①防災コミュニティハウス建設事業 

  ②防災標識と防災碑の設置事業 
 
 2018年発生の豪雨災害での LCIF補助金となる。既に LCIFより着金している。 
 現在、下記口座にて残高を確認している。 
 取引銀行：中国銀行 大供支店 
  口座名義：西日本水害対策委員会 委員長 太田 健一 
 通帳残高：30,205,057円（※2021.10.18現在） 
 
 ①防災コミュニティハウス建設事業 
  工期：2021年 8月 18日～2022年 2月 20日 
  ボーリング調査費用：234,300円 ※2020.10.16に倉敷真備 LCへ支払い済 
  第 1回目の支払い⇒着工時 1600万円 ※2021.8.31に㈱中本屋工務店へ支払い済 
  第 2回目の支払い⇒着工時 1600万円  
  第 3回目の支払い⇒着工時 1616万 2400円 
   
  ※倉敷市からの地域集会所設置補助金 800万については事業完了後の交付となる。 
 
 ②防災標識と防災碑の設置事業  
  工期：2021年 11月～ ※2022年 2月倉敷市への寄贈予定 
  2020.1.16 LCIFより 491万 6990円交付（MCAT） 
    第 1回目の支払い⇒着工頭金 100万円の支払い依頼を受け、10月 19日の会議の際に、 
  見積予算書と支払い先情報をいただくよう倉敷真備 LCへ依頼中。 
 
  竣工お披露目会について、運営主体、招待者、費用負担について話があった。 
 

 336複合地区西日本水害復興支援委員会次第 ························································ P45 
 申請資料 ····················································································································· P46～47 
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橋本コーディネーターより、LCIF交付金（１億 2000万円）事業の内、残りの上記①②について 
来年３月頃終了するとの説明があった。 
 
11月 11日（木）MD336内 LCIF推進会議開催（岡山市内） 
出席対象者：準地区 LCIFコーディネーター、LCIFキャンペーン 100コーディネーター 
      準地区 LCIF担当委員長 
 
LCIF会議 事前アンケートについて 
アンケートフォーマット ······················································································· 当日資料 P12 
 
準地区LCIFに関する組織図依頼に関する件について 
 
来期を検討するため、準地区分を取りまとめた上、複合事務局から 10月 25日までに 
橋本コーディネーターへ提出すること。※既に提出期限 10月 25日は経過。 
 
⇒10月 21日、橋本コーディネーターより、複合事務局へ上記指示があった。 
 キャビネット事務局より、指示の内容が不明との連絡を受けている。 
 複合事務局より OSEAL調整事務局へも指示を仰いだが、回答がないままである。 
 
橋本コーディネーターより下記話があった。 
・11/5までにアンケート調査と各地区LCIF担当者の組織図を提出して欲しい。 
・各地区ガバナー、複合地区役員にはMJFを1口以上お願いしたい。 
 
報告事項 3 
GMTコーディネーター 
SCP・FWTコーディネーター 

真鍋  隆 
有本 みどり 

 
第 2回全日本スペシャルティクラブ FWT会議が Zoomにより 10月 13日に実施。 
奉仕のすそ野を広げるためにも会員増強は欠かせない事である。 
各クラブに退会者数を予測していただき、今期末に最低でも純増 1が達成出来るようガバナー、
GMT、RC、ZCと共にご協力をお願いしたい。 
 
GMT報告書（2021年 9月末現在） ··········································································· P48 
国際本部集計 クラブ数・会員数 ················································································· P49 
 

真鍋コーディネーターより資料に基づいて下記話があった。 
・ガバナー目標は準地区となるので、会員増強と退会防止をお願いしたい。 
・MD336（ABCD）会員数は９月末で＋15人、8MDで最下位は未だかつてない 
・現状では２人目以降の子会員が 1,586人、従来方の会員は 12,229人。 
・会員増強はクラブ運営や活動の根幹となる。ガバナーやコーディネーターによるクラブへの 
 寄り添いが大切である。 
 
有本コーディネーターより下記話があった。 
・「子どもの未来古本募金」を引き続きよろしくお願いしたい。 
・各クラブ退会者数を予測していただき、期末には＋1人となるようゾーンチェアパーソンに 
 お伝えいただきたい。 
・第二副地区ガバナーには、2年後ガバナー就任時に１クラブをエクステンション出来るよう 
 今期１支部を結成し、毎年増員していただきたい。 
・今期ガバナーへも１クラブのエクステンションをお願いしている。 
・スペシャルティ支部クラブのかたちでのエクステンションもお願いする。 
 
報告事項 4 
GLTコーディネーター 池原 堅 
 
10月 12日（火）第一・第二副地区ガバナー研修会開催（岡山市内） 
講師：MD330 GLTコーディネーター 濱野 雅司氏 

  
  11月 22日（月）公認ガイディングライオン講習会開催（岡山市内） 
講師：MD330 GLTコーディネーター 濱野 雅司氏 
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 申込締切日：11月 12日（金）参加費：5,000円（※当日受付時にお支払いください） 
  
池原コーディネーターより上記報告に基づいて下記話があった。 
・公認ガイディングライオン講習会申込者は現時点で 38 名、50 名を目標に 11/12 まで受付中。 
・2月に新会員オリエンテーション研修会を複合地区レベルで開催予定。 
・次世代リーダーシップセミナーを複合地区レベルで開催予定。 
・講師育成研修会（FDI）は日本で開催予定であるが詳細は未定。若い世代に受講いただきたい。 
・ライオンズ公認講師プログラム（LCIP）は 2022年５月北京で開催予定、受講対象者は FDI 
 受講済の方。 
 
報告事項 5 
GSTコーディネーター 澤 辰水 
 
第 1回 8複合地区 GSTコーディネーター会議議事録（2021/8/18 開催） ············ P50～53 
第 2回 8複合地区 GSTコーディネーター会議議事録（2021/9/29開催）※未配信 
 
第 3回 8複合地区 GSTコーディネーター会議議事録（2021/10/6開催） ············ P54～64 

 
「思いやりは大切なこと」奉仕アワード 
 
現時点で下記３クラブについて推薦状を受理。 

 複合地区 GSTコーディネーターが推薦事業１件を選考し、10/31までに国際本部へ提出。 
 1月に国際理事会奉仕事業委員会が受賞クラブを選定し、受賞クラブへ通知する。 
 
 A地区：土佐清水 LC 「土佐清水に生まれてくれてありがとう」事業 
 B地区：岡山ハーモニーLC「AMDA子ども食堂」事業 
 D地区：鹿島島根 LC「島根原子力発電所構内での献血のサポートと推進」事業 
 
全日本 GSTフォーラム参加呼びかけのお願い 
開催案内と申込書 ·································································································· 当日資料 P13～16 
 
澤コーディネーターより資料に基づいて下記話があった。 
・「思いやりは大切なこと」奉仕アワードについては、A地区「土佐清水に生まれてくれて 
ありがとう」事業を推薦することとする。 

・全日本 GSTフォーラム参加者については、GATチームコーディネーターと担当ガバナー 
である三島ガバナーを複合地区からの出席者、準地区からは、準地区 GST コーディネーター、
または第一副地区ガバナーに出席いただきたい。WEB出席者も各地区から 4名程決めていた 
だきたい。（※WEB出席者についても 2000円の登録料が必要） 
 

・MD336レベルのコーディネーター会議に GSTも含めていただき、GATとして会議を開催 
 していただきたい。 
 
報告事項 6 
大会参加・迎接・プロトコール委員会委員長 福代 明正 

 
モントリオール国際大会について 
 
OSEAL 調整事務局からの通達 ····················································································· P65 

 
福代委員長より資料に基づいて下記話があった。 
・カナダ渡航にはビザの必要はないが、電子渡航認証(ESTA)の手続きが必要であり、春頃からご
自身で対応いただきたい。現時点では申請手続きが必要となることのみ念頭に置いてほしい。 

 
報告事項 7 
アラート委員会委員長 高岡 英治 

 
第 1回 8複合地区アラート委員会議事録（2021/9/10開催） ································ P66～70 
 
第 1回 8複合地区アラート全体会議議事録（2021/9/24開催） ····························· P71～78 
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高岡委員長より資料に基づいて下記話があった。 
・準地区、複合地区でのアラート班長の立ち位置（プロトコール）が主な議題となった。 
・日本ライオンズではまだ組織の地盤が出来上がっていない。 
・情報の伝承をもって活動を継続的に実施することが重要。若い世代に引き継ぎたい。 
・地域の実情に即したアラート委員会を立ち上げていただきたい。 
 
報告事項 8 
ライオン誌日本語版委員会委員 玉浦 巖 

 
8/17第 1回WEB会議 
 
1. 2021～2022年度 委員長 編集長互選 
2. ライオン誌日本語版の運営…今年度から社団会計に合流 
3. 印刷版関係 4. ウェブマガジン関係 5. 主要記事予定 6.その他…サポーターの委嘱 

 
9/9第 2回WEB会議 
 
1. 7月度会計報告. 
2. 理事会方針書と公式版ライオン誌の発行状況 
3. 印刷版関係 4.ウェブマガジン関係 5.主要記事予定 6.その他…小委員会設定 

 
10/7第 3回WEB会議 
 
1. 7～8月度会計報告 2. 印刷版関係 3. ウェブマガジン関係 4. 主要記事予定 
5. 小委員会報告…ウェブマガジンの普及とその問題点を検討した 

 6. その他…ライオン誌サポーター・アンケート 
 

 第 3回会議報告書（2021/10/7開催） ····································································· P79～81 
 

玉浦委員より上記内容に基づいて下記話があった。 
・WEBマガジンをラインやフェイスブック等に登録し閲覧している方の人数を会場内で 
調査いただきたいとの依頼があった。⇒会場 33 人中 13 人がインストールの上活用している。 

・WEBマガジン登録啓発についてクラブの例会でも取り上げていただきたい。 
・QRコードからインストールしていただくと毎月 1日に更新情報を閲覧いただける。 
・WEBマガジンをいかに閲覧していただくかが毎回議題となる。ぜひ皆様に活用いただけ 
るようお願いしたい。 

 
報告事項 9 
YCE・国際関係委員会委員長 高橋 淳 
 
第 1回８複合地区 YCE委員会議事録（2021/9/29開催） ······································· P82～87 
第 1回 336複合地区 YCE委員会議事録（2021/10/18開催） ································ P88～91 

 
高橋委員長より上記に基づいて下記話があった。 
・コロナ禍活動が不可能であった為、マニュアルの精査等を行った。 
・他複合地区委員長はほとんどが留任、継続審議を行っている。 
・今年の冬、来年夏の派遣、受入はともに中止。 
・MD336レベルでリモート活動が出来ないか、また、来年夏に向けて国内在住外国人とキャンプ
が実施出来ないか検討をしている。 

・MD334 の交渉窓口が多いので各複合地区へ窓口割り振りについて依頼がされている。MD336
では窓口である台湾が 2024年に 5つの複合に分割される件も考慮し断るつもりである。 

 
報告事項 10 
青少年ライオンズクエスト委員会委員長 酒井 公一 
 
第 1回 336複合地区青少年 LQ委員会議事録（2021/9/28開催） ························· P92～97 
 

酒井委員長より協議事項部分と内容が重複の為、割愛するとの話があった。 
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報告事項 11 
IT･MC･情報特別委員会委員長 大木 寿之 
 

大木委員長より下記話があった。 
・11月に複合事務局内からハイブリッド形式にて第 1回 IT委員会を開催する。 
・7 月、8 月にかけて、IT 特別委員を通じて各キャビネット事務局にご協力いただき、各クラブ
三役を My LCI へ登録いただいた。8 月時点で登録 100％達成。8 複合地区の中でも 336 複合
地区だけである。 

・My LCI上での毎月の会員動静の報告についても毎月 100％を達成出来るようにしたい。 
・議事録の映像化を提案、HPへアップしてはどうか。 
 
その他 
 

 
安田会則委員長より下記話があった。 
・9/27第 1回日本ライオンズ会則委員会開催。 
必携 60版と役員必携の改訂と出版について決定された。 
必携 59版 P142  
「ガバナー協議会の成立定足数は 3分の 2」について 
 
※議決の定足数が 3分の 2となっている。 
※議長の解任に関しては 3分の 2の賛成が必要となる。 
※一般的な承認決議については、3分の 2となっているためおかしい。⇒2分の 1が適切。 
  

・11/8 日本ライオンズ第 2回会則委員会開催(WEB)される。 
・MD336会則委員会については、昨年からの申し送り事項があり、早急に開催をする予定。 
・アラート委員会のプロトコールの問題については日本ライオンズ会則委員会でも話にあがっ 
ている。 

・MD336会則委員会で議事録映像保存の件についても取り上げる。 
・必要な件についてはまず議長から諮問いただきたい。 
 
西日本水害真備復興支援について 
小野アラート委員会副委員長から進捗説明があった。 
・報告事項 2の①②に関して 2022年 2月末全ての事業が完了する予定。 
・竣工式典開催については、運営主体、費用負担等について早急に決める必要がある。 
 
LCIFキャンペーン 100大谷副エリアリーダーより下記話があった。 
336 複合地区の寄付状況はよい状況ではないので、ガバナーの皆様にはぜひ研修会を開いていた
だければと思う。 
【キャンペーン 100の主な目的】 
会員の皆様から 1年間に 100ドルの寄付いただく。 

 ゼロクラブのないようぜひご協力いただきたい。 
 
蔵本ガバナー：報告事項や課題が多すぎるので内容を縮小させるべき。 
平山ガバナー：LCIF寄付の状況、真備交付金事業について等課題が多いがしっかり取り組む。 
三島ガバナー：容易ではないが日本ライオンズ、MD336内ともに連携を密にとって参りたい。 
大野ガバナー： 
・会議が多過ぎてメールの整理だけでも混乱する。 
・GSTフォーラムについて、協力はするが登録料が 2000円であっても、旅費がかなりかかる。 
・LCIFキャンペーン 100について、日本全体としては 50億円を達成であるなら、そのお礼状が 
 あってもしかるべきではないかと仁科理事長へ申し上げた。 
 
閉会宣言 福永議長 
 

 
議事録署名人：336複合地区ガバナー協議会 議長 福永 栄一 
承認年月日 ：2021年 11月 4日 

 
 


